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広報室長　徳野 昌博夏の次世代育成プログラム

　去る８月６日より８

日の３日間、今年は三

鷹市にある日本ルーテ

ル神学校・ルーテル学

院大学を会場に第 11

回ルーテルこどもキャ

ンプ（TNG＆ JELA共催）

が開催されました。広

島では平和を、東京で

は諸外国を交互に学び

ます。小学校5 ･ 6年生

を対象にしたこのキャ

ンプ、今年は「ナマステ

･サンチャイチャ（ネパール語で『こんにちは、げん

きですか？』という意味）」をテーマに、エベレス

トを有するネパールについて聞き、学び、触れ、感

じるキャンプを行いました。

　全国から集まった子どもたちは総勢34名、長く

ネパールで暮らし働いておられた高津妙子さん

（元JOCSワーカー）や、ネパールからやってきた

留学生のユガルくんからネパールの国について、

子どもたちについて、食べ物について、生活につい

て、そして何より人々の「温かい心、隣人を思いや

る心」を学びました。また、ネパールの子どもたち

が実際に遊んでいる遊びをし、ネパール語の歌を

歌い、習ったネパール語で買い物をし、お友だちを

シーツでつくった担架で石居チャプレン扮するド

クターのいるところまで運んだりと、さまざまな

体験を通して、ネパールに、そこに住む子どもたち

に思いをはせることができました。

　最終日、子どもたちの学びと体験、そして「隣

人を思いやる心【サンガイジウナコラギ（みんな

で生きるために）】」は、閉会礼拝の最後、みんなの

手に渡された風船に込められ、一人ひとりの未来

に、まだ見ぬ隣人と出会うその時に向かって、飛び

立っていきました。

　「ネパールという行ったこともない、あんまり

耳にしたこともない国、たいへんなこともたくさ

んあるだろうけど、素敵な笑顔の子どもたちがい

る」。子どもたちは大人が思う以上のスピードで

ネパールと、そして全国から集まった子どもたち

同士と打ち解けていきます。世界中の子どもたち

が出会う機会があったなら、それがたとえ３日で

も、世界は今よりもっと平和になる、そう思わずに

はいられない３日間となりました。

　最後になりましたが、子どもたちを送り出して

くださった保護者の皆様、教会の皆様、そして様々

な形で祈り･ご協力くださった全国のルーテル教

会の皆様、女性会連盟の皆様、日本ルーテル神学校

･ルーテル学院大学の皆様に心より感謝し、お礼を

申し上げます。ありがとうございました。

（キャンプ長　小泉 嗣）

Information
■ルーテル学院創立百周年記念

ルーテル学院・聖望学園

浦和ルーテル学院　三校の集い

日　時　10月 3日（土）10時開場 13時まで

会　場　東京カテドラル聖マリア大聖堂

司  式  河田優（ルーテル学院チャプレン）

説  教  江藤直純（ルーテル神学校校長）

■讃美奉仕■

ルーテル学院、聖望学園、浦和ルーテル学院

聖歌隊、ハンドベルクワイア、湯口依子（オ

ルガン）、石井真（トランペット）

※入場無料ですが整理券が必要です。

　詳しくは下記までお問合せください。

■問い合わせ先■

ルーテル学院 チャプレン 河田優　

０４２２-３１-４６１１
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ルーテルこどもキャンプ

　全国それぞれの教区で、次世代を担う小学生、中

学生、高校生たちを対象とした夏の行事が今年も

行われました。

　全国レベルの「ルーテルこどもキャンプ」は１面

（上記）に、北海道、東、西からの報告を４面に掲載

しました。キャンパー、スタッフの皆さん、おつか

れさまでした。そして、取材へのご協力ありがとう

ございました。

　「ルーテルこどもキャンプ」は、上記の通りルー

テル学院大学と広島教会で隔年開催です。今年は

ルーテル学院大学でしたが、広島教会でも、ルーテ

ル保育所の年長

組が、折りヅル

を作って世界平

和の祈りをささ

げました。「こど

もキャンプ」の

参加者の思いは

保育所に通う子

どもたちにも受け継がれています。

（4面に関連記事）
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私の愛唱聖句

牧
師
�
声
�
信
徒
�
声

箱
は こ だ

田 清
き よ み

美

九州教区　熊本教会　

村
むらぐち

口 昭
あきのり

則

< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

唐津教会、小城教会　牧師

わたしは、既にそれを得たというわけではなく、

既に完全な者となっているわけでもありません。

何とかして捕らえようと努めているのです。

自分がキリスト･イエスに

捕らえられているからです。
フィリピの信徒への手紙　3章 12節
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高齢者伝道シリーズ（P2委員会）

人生の黄昏に福音の光を  

大垣教会、岐阜教会　牧師 　齋藤幸二 

　昨年、花見に行ったとき、定年を過ぎたであ

ろう1組の夫婦と会い、言葉を交わしました。

彼らの姿にほほえましさを感じましたが、同

時にさびしさも感じたのです。老後の楽しみ

を求めても、近づきつつある死の闇を解決す

る光はそこにないように思えました。私には

彼らが、希望を失い、夕暮れのエマオへの道を

歩いている2人連れのように見えたのです

(この2人連れはクレオパとその妻であった

ともされています)。

　教会にとって、人生の夕暮期にある人 （々団

塊の世代である私も含めて)への宣教を考え

ることは、子どもや若い人々への宣教を考え

ることに劣らず大切なことです。それは、将来

教会の戦力になるから、ということではなく、

大切な1人の魂を神の国へ刈り入れるとい

う、教会の本質的な働きに関わっているから

です。そしてその働きは教会にいる同世代の

人に与えられた課題ですから、この世の仕事

をリタイアした今こそ、一人ひとりキリスト

の証し人、宣教者になりたいと思います。

　エマオへの道を急いでいた2人は、見知ら

ぬ姿で近づいたキリストの言葉に心を燃やさ

れ、さらにキリストとの出会いを体験して、喜

びの知らせを告げにエルサレムに向かいまし

た。彼らの人生の方向が変わったのです。そ

してキリストは今も、私たちを通してエマオ

に向かう人々

に近づこうと

されているの

です。
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路帖百年。　

1909年～2009年

神学校のルター神学への貢献（2）

太平洋戦争後から現在へ

　太平洋戦争ののち神学校再建に当た

られた岸千年校長は、一時は総会議長

をも勤めながらの忙しい働きをされた。

もともとはバルト神学に関心を寄せら

れたが、バルト神学全盛時代の日本の中

で、ルターについて、また北欧を初めと

するルター神学書を翻訳紹介、自らも

『ヘブル書講解におけるルターの神学思

想』（1961）を著し、ルターの信仰理解の

鍵ともなる試練の問題に取り組まれた。

聖文舎を根拠として、広く日本の学者た

ちの援助を受けて『ルター著作集』（1963）

の発刊の中心となり、ご自身の訳業も

加えられた。さらに「ルター学会」（1971）

発足を図られた。

　著作集や学会の働きは徳善義和教授

が要となって受け継ぎ、さらに鈴木浩

教授がその後を受け、偏狭でないルター

研究の中心となっている。また徳善教

授を中心に「ルター研究所」が学内に形

成され、『ルター研究』誌や教文館から

の『ルターと宗教改革辞典』（1995）、『ル

ター著作選集』（2007）の発行となった。

『ルター著作集』第二集も聖文舎ののち

リトンが発行所となり、その作業が研究

所を中心に続けられている。学内でも

研究所提供のルター研究の講義や主と

して牧師たちのためのルター・セミナー

も開かれている。

（石居正己）
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■南米の教会音楽の楽しみ　アルゼンチンからパブロ･ソーサ氏を迎えて

日時：９月15日(火) 18時 30分～21時／会場：日本聖公会 聖アンデレ教会

参加費：1500円（当日会場で受付。どなたでも参加できます）

お問合せ：宮崎 光（日本聖公会 東京教区礼拝音楽委員会） TEL：042-493-7472

■日本福音ルーテル社団創立100周年記念礼拝

日時：９月22日 (火・祝日) 10時～12時／会場：JELAミッションセンター

説教者：Ａ．エリス引退宣教師

■神学校創立100周年記念

　パネルディスカッション「どうする、どうなるルーテル教会の宣教」

日時：９月22日 (火 ) 15時～18時／会場：JELC東京教会　

■神学校(ルーテル学院) 100周年記念式典

日時：９月23日 (水・祝日) 10時～12時／会場　三鷹市公会堂

記念式典：記念講演・鎌田寛氏「命を支えるということ」

■神学校創立100周年記念講演　日野原重明氏 講演会

日時：10月 12日 (月・祝日)14時～15時 30分／会場：ルーテル学院大学
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小嶋 三義 （引退教職）

〒204-0023　東京都清瀬市竹丘1-17-24　ケアハウスいずみ214

　　　　　　電話、ＦＡＸ共用：042-496-7580
■住所変更■


